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観測周波数が最高で 980GHｚに及ぶALMAでは、基準となる信号からの逓倍次数を抑えるために、100GHｚ
以上の高安定基準信号を伝送する。この信号は 2波長レーザーのビート周波数として、光ファイバを介して伝送
される。2波長光信号の発生方法として、基準となる波長固定レーザーに ECDL（External cavity diode laser）
等波長可変レーザーを同期させる方式（2レーザー方式）の開発が進められている。この方式は大きな差周波を
比較的得やすいというメリットを持つ一方で、外乱に対して弱いためにそれによる同期はずれは予測、修正とも
に困難である。
それに対して、我々の提案する高消光比 LN(LiNbO3)変調器を用いる方式（変調方式）では、原理的に同期は
ずれは起こらず長期間にわたって高安定な信号を発生できる。それ以外にも LN変調器の基本技術はすでに海底
ケーブル等で実用されており、外乱、長期運用に対しての信頼性という面でも有利であるといえる。本公演では
2レーザー方式、変調方式、それぞれについて長所、短所をふまえてALMAへの応用の可能性と展望について議
論する。


